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【手続補正書】
【提出日】平成23年11月18日(2011.11.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　絵柄を変化表示させる変化表示手段と、
　抽選を行う抽選手段と、
　前記絵柄の変化表示を制御する制御手段と、
　前記抽選手段の抽選結果が当選であって、有効位置に前記抽選結果と対応する絵柄が停
止した場合、遊技者に特典を付与する特典付与手段と
を備えた遊技機において、
　前記制御手段を有するとともに遊技の進行を管理する管理手段を備え、
　当該管理手段は、
　異常が発生したか否かを検知する検知処理を実行する検知処理実行手段と、
　前記検知処理実行手段が前記異常の発生を検知した場合、異常が発生したことを示す異
常発生情報を前記管理手段外部に出力する出力処理を実行する出力処理実行手段と、
　前記検知処理実行手段が前記異常の発生を検知した場合、前記絵柄の変化表示が終了し
たことに基づいて遊技の進行を停止させる異常処理を実行する異常処理実行手段と
を備え、
　前記出力処理実行手段は、前記絵柄の変化表示が行われている最中に前記検知処理実行
手段が前記異常の発生を検知した場合、前記絵柄の変化表示が終了する前に前記異常発生
情報を前記管理手段外部に出力することを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記異常が発生した場合に特定報知を実行する報知手段と、前記管理手段と電気的に接
続されるとともに前記報知手段を制御する報知制御手段と、を備え、前記報知制御手段は
、前記絵柄の変化表示が行われている最中に前記異常発生情報が入力された場合、前記絵
柄の変化表示が終了する前に前記特定報知を実行させるべく前記報知手段を制御すること
を特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【請求項３】
　前記出力処理実行手段は、前記検知処理実行手段が前記異常の発生を検知した場合、前
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記異常発生情報として発生した異常内容を示す情報を出力し、前記報知制御手段は、前記
異常発生情報が入力された場合、当該異常発生情報の示す異常内容と対応する特定報知を
実行させるべく前記報知手段を制御することを特徴とする請求項２に記載の遊技機。
【請求項４】
　前記報知制御手段は、前記異常発生情報が複数入力された場合に各異常内容を判定する
異常内容判定手段と、前記異常内容判定手段の判定結果に基づいて前記報知手段に実行さ
せる特定報知を決定する決定手段と、を備えることを特徴とする請求項３に記載の遊技機
。
【請求項５】
　前記決定手段は、前記報知手段が第１特定報知を実行している最中に前記異常内容判定
手段の判定結果が特定判定結果となった場合、前記報知手段に実行させる特定報知を前記
第１特定報知から第２特定報知に切り替えることを特徴とする請求項４に記載の遊技機。
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